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特集  合言葉は「学生の成長」 これからの高大接続

入学前教育プログラムから4.5年かけて
学生の成長を後押し
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　か
つ
て
、
本
学
の
入
学
前
教
育
は
、

入
学
予
定
者
に
数
学
の
教
材
を
配
布
し

て
取
り
組
ま
せ
る
だ
け
の
〝
学
習
の
つ

な
ぎ
〞
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

目
的
も
不
明
瞭
で
、
効
果
検
証
も
十
分

と
は
言
い
難
い
。
そ
こ
で
、
一
教
材
で

は
な
く
、学
生
の
成
長
に
つ
な
が
る「
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
し
よ
う
と
、
2
0
2
1

年
度
に
一
部
学
科
で
、
2
0
2
2
年
度

か
ら
は
全
学
科
で
、
入
学
予
定
者
全
員

を
対
象
に
し
た
入
学
前
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　新
た
な
入
学
前
教
育
の
狙
い
は
、
４

年
間
の
学
び
の
入
り
口
と
し
て
本
学
が

重
視
し
て
い
る
初
年
次
教
育
と
の
ス

ム
ー
ズ
な
接
続
で
す
。
そ
の
た
め
、
教

材
を
各
学
科
の
学
び
へ
の
準
備
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
へ
と
見
直
し
ま
し
た
。
例

え
ば
、
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
の
教

材
は
、
数
学
だ
け
で
な
く
、
デ
ー
タ
分

析
や
経
営
の
知
識
も
含
め
た
内
容
に
し

て
い
ま
す
。

　加
え
て
、
3
月
に
は
、
入
学
前
オ
ン

ラ
イ
ン
ス
ク
ー
リ
ン
グ
も
実
施
。
各
学

科
の
教
員
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
方
針
や

学
び
の
内
容
、
高
校
卒
業
ま
で
に
身
に

付
け
て
ほ
し
い
力
を
説
明
し
、
入
学
予

定
者
に
入
学
後
の
学
び
の
イ
メ
ー
ジ
と

入
学
前
教
育
の
教
材
に
取
り
組
む
意
義

を
理
解
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　ま
た
、
学
生
と
教
員
と
の
直
接
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
、
入

学
直
後
の
個
人
面
談
を
拡
充
し
ま
し

た
。
入
学
前
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
の

状
況
や
採
点
結
果
等
の
個
人
デ
ー
タ

を
、
面
談
の
参
考
資
料
と
し
て
使
用
。

学
習
面
で
の
困
り
事
に
対
す
る
サ
ポ
ー

ト
や
科
目
履
修
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
生
か

し
て
い
ま
す
。

　学
生
の
デ
ー
タ
は
教
員
間
で
共
有

し
、
高
校
ま
で
の
学
習
の
理
解
度
や
傾

向
を
把
握
す
る
な
ど
、
初
年
次
教
育
の

授
業
改
善
の
材
料
と
し
て
も
使
っ
て
い

ま
す
。
課
題
の
提
出
状
況
を
見
れ
ば
、

学
習
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
る
か
が
把
握

で
き
ま
す
。そ
の
た
め
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
の
際
に
、
学
習
意
欲
が
高
い
学
生
と

そ
う
で
な
い
学
生
を
組
み
合
わ
せ
る
な

ど
、
授
業
を
活
性
化
す
る
工
夫
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
入
学
前
か
ら

学
生
は
大
学
の
学
び
を
知
り
、
一
方
、

教
員
は
学
生
の
状
況
を
知
る
こ
と
は
、

円
滑
な
接
続
の
土
台
と
も
言
え
ま
す
。

　教
員
と
学
生
の
相
互
理
解
を
図
っ
た

結
果
、
先
行
導
入
し
た
機
械
工
学
科
、

情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
で
は
退
学
者

を
ゼ
ロ
に
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
入
学

前
か
ら
学
生
と
教
員
の
接
点
を
増
や
し

た
結
果
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
起
こ
し
か
け

て
い
る
学
生
の
フ
ォ
ロ
ー
が
手
厚
く

な
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　単
発
の
課
題
だ
っ
た
入
学
前
教
育

を
、
入
学
後
の
教
育
に
つ
な
げ
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
し
た
こ
と
は
、
高
校
へ
の
広

報
に
も
好
影
響
と
な
っ
て
い
ま
す
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
方
針
や
内
容
を
告
知
資
料

に
ま
と
め
て
高
校
訪
問
で
配
布
し
た
と

こ
ろ
、高
校
教
員
の
評
価
も
上
々
で
す
。

　大
学
４
年
間
で
は
な
く
、
こ
の
入
学

前
を
含
め
た
4
・
5
年
の
教
育
で
め
ざ

す
の
は
、
教
育
効
果
の
向
上
で
す
。
入

学
前
か
ら
集
め
た
学
生
の
デ
ー
タ
を
初

年
次
教
育
に
活
用
す
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
後
の
学
修
成
果
に
ま
で
つ
な
げ
、

科
目
履
修
や
ゼ
ミ
選
択
の
サ
ポ
ー
ト
、

卒
業
研
究
の
指
導
に
ま
で
生
か
し
て
い

き
ま
す
。

　ゆ
く
ゆ
く
は
学
生
が
成
長
を
振
り
返

る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
開
発
に
つ
な
げ

た
い
。
入
学
者
が
本
学
で
自
信
を
付
け

て
社
会
に
出
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
一

連
の
し
く
み
を
構
築
し
よ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

入学前に学習意欲を醸成し、初年次教育にも接続する入学前教育を
開始した石巻専修大学。新プログラムの狙いと、そこに込めた期待は何か。

くどうしゅうへい●2009年東北大学経済学研究科
経済経営学博士課程修了。秋田県立大学システム科
学技術学部助教を経て、2015年石巻専修大学経営
学部准教授。2022年度より現職。博士（経営学）。

工藤 周平
経営学部情報マネジメント学科主任・教授

石巻専修大学

キャンパス／宮城県石巻市
学生数／1,416人
学部／理工、経営、人間
大学院／理工学、経営学　    

初
年
次
教
育
と
接
続
す
る

入
学
前
教
育
へ

退
学
者
ゼ
ロ
を
実
現
し

高
校
か
ら
は
高
評
価

入学前

入学前
教育
プログラム
・専攻学問の
 興味喚起
・必要な知識・
 スキルの把握
・学習習慣の
 継続
・基礎学力の
 向上

ゼミ・研究室での
連続した学び

１年生 2年生 3年生 4年生

31 No.307 30No.307

　石巻専修大学は、初年次に必履修演習科目「フレッシュマンセミナー」を全
学科で実施している。前・後期15コマずつの授業で、学生は大学の学びで必
要となる基礎知識とスキルを身に付ける。2006年の開講当初は、大学生活
になじむためのガイダンスの位置付けだったが、カリキュラムの改定を経て、各
学科の学びに即した内容に変えていった。
　例えば、情報マネジメント学科のフレッシュマンセミナーは、「大学へのアクセ
スの利便性向上」など、身近な課題解決をテーマに設定し、調査や分析、解
決法の考察、レポート作成、プレゼンに取り組む。工藤学科主任は「この授業
で身に付けた知識、培ったスキルは、２年次の情報マネジメントセミナー＊2、３
年次のゼミ活動でも生かせる。最終的には卒業研究につなげてもらいたい」と
話す。フレッシュマンセミナーと情報マネジメントセミナーの活動は、半期ごとに
ルーブリックで評価して本人にフィードバック。節目節目で自分の成長と興味
のあり方を把握し、ゼミ選択や研究テーマ設定につなげられるようにしている。

学科の学びに生きる知識・スキルの
習得をめざす「フレッシュマンセミナー」注目！

課 題

推進体制

高校との
関係づくり

地域連携

入学前から学生の成長に関わる
4.5年間を通した教育

入学前教育でつながる高大接続の取り組み例

入学前教育の実質化と
入学後の学びへの接続強化

教育的資源が地域振興や人材育成につ
ながる連携には積極的。また、在籍する
教員ごとに研究テーマを一覧にまとめた
「シーズマップ」を作成。地域の高校の
ニーズに合った探究学習の支援などに
活用している。

石巻圏内の高校と定期的に意見交換。
大学の講義聴講、出前授業、大学見学
などの機会を積極的に提供する。高校生
が大学での学びを理解できるよう支援
し、学習意欲の向上や進路選択に役立
ててもらう。
高大連携校の９校とは、教員の相互派遣
や大学の授業科目の公開・単位認定な
どを行う。

執行部のSD研修で入学前教育改革の
必要性を議論。事務部（学務担当）と各
学科が協働して推進。学科ごとのプログ
ラムの内容は、各学科のSD研修で検討
する。

＊2　専門教育科目（必修）。ゼミナールに所属する準備の位置付け

フレッシュマンセミナーの
様 子 。実 践 的 課 題 研 究

「 石巻地域コンテンツの
魅力度向上 」について、
学生はデータの活用に重
点を置きながら地域課題
の 解 決 方 法を検 討 。グ
ループに分かれて調査・分
析を進め、発表を行った。

基本教育
専門基礎

入門系科目
概論系科目

フレッシュマン
セミナー

（初年次教育）

専門科目

演習科目
実験・実習

専門展開 専門研究

卒業研究
プロジェクト
演習

スクーリング
面談による学修支援
履修モデルに沿った
科目の選択アドバイス

＊1　他学科の科目群（8単位程度）を1つのユニットとして、自学科の履修モデルに組み入れ、異分野の知見を獲得する

学科間ジョイント・プログラム
＊1

ゼミナール
テーマ演習

CASE
STUDY

特集  合言葉は「学生の成長」 これからの高大接続

入学前教育プログラムから4.5年かけて
学生の成長を後押し

取材・文／本間学　撮影／筒井岳彦

　か
つ
て
、
本
学
の
入
学
前
教
育
は
、

入
学
予
定
者
に
数
学
の
教
材
を
配
布
し

て
取
り
組
ま
せ
る
だ
け
の
〝
学
習
の
つ

な
ぎ
〞
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

目
的
も
不
明
瞭
で
、
効
果
検
証
も
十
分

と
は
言
い
難
い
。
そ
こ
で
、
一
教
材
で

は
な
く
、学
生
の
成
長
に
つ
な
が
る「
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
し
よ
う
と
、
2
0
2
1

年
度
に
一
部
学
科
で
、
2
0
2
2
年
度

か
ら
は
全
学
科
で
、
入
学
予
定
者
全
員

を
対
象
に
し
た
入
学
前
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　新
た
な
入
学
前
教
育
の
狙
い
は
、
４

年
間
の
学
び
の
入
り
口
と
し
て
本
学
が

重
視
し
て
い
る
初
年
次
教
育
と
の
ス

ム
ー
ズ
な
接
続
で
す
。
そ
の
た
め
、
教

材
を
各
学
科
の
学
び
へ
の
準
備
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
へ
と
見
直
し
ま
し
た
。
例

え
ば
、
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
の
教

材
は
、
数
学
だ
け
で
な
く
、
デ
ー
タ
分

析
や
経
営
の
知
識
も
含
め
た
内
容
に
し

て
い
ま
す
。

　加
え
て
、
3
月
に
は
、
入
学
前
オ
ン

ラ
イ
ン
ス
ク
ー
リ
ン
グ
も
実
施
。
各
学

科
の
教
員
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
方
針
や

学
び
の
内
容
、
高
校
卒
業
ま
で
に
身
に

付
け
て
ほ
し
い
力
を
説
明
し
、
入
学
予

定
者
に
入
学
後
の
学
び
の
イ
メ
ー
ジ
と

入
学
前
教
育
の
教
材
に
取
り
組
む
意
義

を
理
解
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　ま
た
、
学
生
と
教
員
と
の
直
接
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
、
入

学
直
後
の
個
人
面
談
を
拡
充
し
ま
し

た
。
入
学
前
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
の

状
況
や
採
点
結
果
等
の
個
人
デ
ー
タ

を
、
面
談
の
参
考
資
料
と
し
て
使
用
。

学
習
面
で
の
困
り
事
に
対
す
る
サ
ポ
ー

ト
や
科
目
履
修
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
生
か

し
て
い
ま
す
。

　学
生
の
デ
ー
タ
は
教
員
間
で
共
有

し
、
高
校
ま
で
の
学
習
の
理
解
度
や
傾

向
を
把
握
す
る
な
ど
、
初
年
次
教
育
の

授
業
改
善
の
材
料
と
し
て
も
使
っ
て
い

ま
す
。
課
題
の
提
出
状
況
を
見
れ
ば
、

学
習
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
る
か
が
把
握

で
き
ま
す
。そ
の
た
め
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
の
際
に
、
学
習
意
欲
が
高
い
学
生
と

そ
う
で
な
い
学
生
を
組
み
合
わ
せ
る
な

ど
、
授
業
を
活
性
化
す
る
工
夫
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
入
学
前
か
ら

学
生
は
大
学
の
学
び
を
知
り
、
一
方
、

教
員
は
学
生
の
状
況
を
知
る
こ
と
は
、

円
滑
な
接
続
の
土
台
と
も
言
え
ま
す
。

　教
員
と
学
生
の
相
互
理
解
を
図
っ
た

結
果
、
先
行
導
入
し
た
機
械
工
学
科
、

情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
で
は
退
学
者

を
ゼ
ロ
に
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
入
学

前
か
ら
学
生
と
教
員
の
接
点
を
増
や
し

た
結
果
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
起
こ
し
か
け

て
い
る
学
生
の
フ
ォ
ロ
ー
が
手
厚
く

な
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　単
発
の
課
題
だ
っ
た
入
学
前
教
育

を
、
入
学
後
の
教
育
に
つ
な
げ
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
し
た
こ
と
は
、
高
校
へ
の
広

報
に
も
好
影
響
と
な
っ
て
い
ま
す
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
方
針
や
内
容
を
告
知
資
料

に
ま
と
め
て
高
校
訪
問
で
配
布
し
た
と

こ
ろ
、高
校
教
員
の
評
価
も
上
々
で
す
。

　大
学
４
年
間
で
は
な
く
、
こ
の
入
学

前
を
含
め
た
4
・
5
年
の
教
育
で
め
ざ

す
の
は
、
教
育
効
果
の
向
上
で
す
。
入

学
前
か
ら
集
め
た
学
生
の
デ
ー
タ
を
初

年
次
教
育
に
活
用
す
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
後
の
学
修
成
果
に
ま
で
つ
な
げ
、

科
目
履
修
や
ゼ
ミ
選
択
の
サ
ポ
ー
ト
、

卒
業
研
究
の
指
導
に
ま
で
生
か
し
て
い

き
ま
す
。

　ゆ
く
ゆ
く
は
学
生
が
成
長
を
振
り
返

る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
開
発
に
つ
な
げ

た
い
。
入
学
者
が
本
学
で
自
信
を
付
け

て
社
会
に
出
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
一

連
の
し
く
み
を
構
築
し
よ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

入学前に学習意欲を醸成し、初年次教育にも接続する入学前教育を
開始した石巻専修大学。新プログラムの狙いと、そこに込めた期待は何か。

くどうしゅうへい●2009年東北大学経済学研究科
経済経営学博士課程修了。秋田県立大学システム科
学技術学部助教を経て、2015年石巻専修大学経営
学部准教授。2022年度より現職。博士（経営学）。

工藤 周平
経営学部情報マネジメント学科主任・教授

石巻専修大学

キャンパス／宮城県石巻市
学生数／1,416人
学部／理工、経営、人間
大学院／理工学、経営学　    

初
年
次
教
育
と
接
続
す
る

入
学
前
教
育
へ

退
学
者
ゼ
ロ
を
実
現
し

高
校
か
ら
は
高
評
価

入学前

入学前
教育
プログラム
・専攻学問の
 興味喚起
・必要な知識・
 スキルの把握
・学習習慣の
 継続
・基礎学力の
 向上

ゼミ・研究室での
連続した学び

１年生 2年生 3年生 4年生

31 No.307 30No.307

　石巻専修大学は、初年次に必履修演習科目「フレッシュマンセミナー」を全
学科で実施している。前・後期15コマずつの授業で、学生は大学の学びで必
要となる基礎知識とスキルを身に付ける。2006年の開講当初は、大学生活
になじむためのガイダンスの位置付けだったが、カリキュラムの改定を経て、各
学科の学びに即した内容に変えていった。
　例えば、情報マネジメント学科のフレッシュマンセミナーは、「大学へのアクセ
スの利便性向上」など、身近な課題解決をテーマに設定し、調査や分析、解
決法の考察、レポート作成、プレゼンに取り組む。工藤学科主任は「この授業
で身に付けた知識、培ったスキルは、２年次の情報マネジメントセミナー＊2、３
年次のゼミ活動でも生かせる。最終的には卒業研究につなげてもらいたい」と
話す。フレッシュマンセミナーと情報マネジメントセミナーの活動は、半期ごとに
ルーブリックで評価して本人にフィードバック。節目節目で自分の成長と興味
のあり方を把握し、ゼミ選択や研究テーマ設定につなげられるようにしている。

学科の学びに生きる知識・スキルの
習得をめざす「フレッシュマンセミナー」注目！

課 題

推進体制

高校との
関係づくり

地域連携

入学前から学生の成長に関わる
4.5年間を通した教育

入学前教育でつながる高大接続の取り組み例

入学前教育の実質化と
入学後の学びへの接続強化

教育的資源が地域振興や人材育成につ
ながる連携には積極的。また、在籍する
教員ごとに研究テーマを一覧にまとめた
「シーズマップ」を作成。地域の高校の
ニーズに合った探究学習の支援などに
活用している。

石巻圏内の高校と定期的に意見交換。
大学の講義聴講、出前授業、大学見学
などの機会を積極的に提供する。高校生
が大学での学びを理解できるよう支援
し、学習意欲の向上や進路選択に役立
ててもらう。
高大連携校の９校とは、教員の相互派遣
や大学の授業科目の公開・単位認定な
どを行う。

執行部のSD研修で入学前教育改革の
必要性を議論。事務部（学務担当）と各
学科が協働して推進。学科ごとのプログ
ラムの内容は、各学科のSD研修で検討
する。

＊2　専門教育科目（必修）。ゼミナールに所属する準備の位置付け

フレッシュマンセミナーの
様 子 。実 践 的 課 題 研 究

「 石巻地域コンテンツの
魅力度向上 」について、
学生はデータの活用に重
点を置きながら地域課題
の 解 決 方 法を検 討 。グ
ループに分かれて調査・分
析を進め、発表を行った。

基本教育
専門基礎

入門系科目
概論系科目

フレッシュマン
セミナー

（初年次教育）

専門科目

演習科目
実験・実習

専門展開 専門研究

卒業研究
プロジェクト
演習

スクーリング
面談による学修支援
履修モデルに沿った
科目の選択アドバイス

＊1　他学科の科目群（8単位程度）を1つのユニットとして、自学科の履修モデルに組み入れ、異分野の知見を獲得する

学科間ジョイント・プログラム
＊1


